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1/11 会  長  時  間   金好会長 

皆さん、新年明けましておめでとうございます。旧年中は大変

お世話になり、改めて感謝申し上げます。心暖まる新年をお迎え

なされましたでしょうか。本年も昨年同様、宜しくお願い致しま

す。本日のプログラムは、年男の抱負という事で 4 名の会員の方

にお話しをして頂きます。個性豊かな方々ですので大変楽しみに

しております、後程は宜しくお願い致します。 

さて本来であれば、ここで新年抱負の話や今年の目標をお話し

するところでありますが、本日は正月の間で私が読みました一冊

の本を紹介させて頂こうと思います。それは、昨年 105 歳でお

亡くなりになられました日野原重明氏の「生きていくあなたへー

105 歳どうしても遺したかった言葉」であります。書店でこの本

の表紙に日野原さんの写真を見た時、昨年 9 月に亡くなられました井上圭太郎会員のお姿を思い出してしまいま

した。実は、以前より私の中ではこのお二人がかぶってしまうところがあったのです。この本は、亡くなる半年

前までの取材のなかで書かれた本であり、何度読み返しても心打つお話しがたくさん書かれておりますが、時間

の事もあり、本日は、本の表紙にある帯に書かれている文章を紹介させて頂きたいと思います。「どんな苦しみ

の中にいても、生きることは喜びに満ちている」「人間は弱い 死ぬのは僕もこわいです」「自分の事は一番わか

らないから、一生かけて発見していくのです」「今私は、新たな旅立ちの心意気を感じています。言い尽くせな

い感謝の気持ちと言い尽くせない喜びを胸に、修行のような私のこの旅を、静かに、トボトボと、もう少し続け

たいという気持ちがしています」と語られております。私も会長として残り半年静かに、トボトボと仕事を全う

していこうと思います。皆さん宜しくお願い致します。今年最初の会長時間を終わらせて頂きます。ありがとう

ございました。 

 

 

 

  

☆Ｍｅｍｏ☆ 
 

 
 
 
 

 

“ ROTARY : MAKING A DIFFERENCE “ 

 

 

 ” 

西条 RC 2017-18 ﾃｰﾏ 「足元を見つめなおしてみよう！ロータリーに変化を」 

 

 

 ” 

◇◆◇  プログラムの予告  ◇◆◇ 
  1月 25日（木） 職業奉仕月間にちなんで（優秀職業人の表彰）（職業奉仕委員会） 

2月  1日（木） ロータリー創立記念にちなんで（クラブ研修（情報提供）委員会） 

2月  8日（木） 西条ＲＣ奨学生 屈 凌 様（西条ＲＣ奨学会委員会） 

2月 15日（木） 例会休み 

2月 22日（木） 情報集会の発表（クラブ研修（情報提供）委員会） 

 



 前回 (1/11) のプログラム ＜ 年男の抱負 ＞  

 

＜ 奥本会員 ＞ 

今回本日のような場をいただき、「抱負」というものを今年の備えとして考

える良い機会とさせていただきました。そして今年の目標を自分自身と向き合

うことといたしました。 

ビジネスにおいてもいろいろなことを手伝っていることもあって、本業が何な

のかと聞かれることも多々ありますが、頑張っている人と夢を共有して、何か

を成し遂げるというのは素晴らしいことだと思いますし、それが出来ていると

いうのは本当にありがたいことだと思っております。面白い、興味がある、と

言えば聞こえは良いかもしれませんが、単に流されているだけなのかと考える

こともありますが，業界が違ってくれば出会う方々も考え方が大きく違う方も    

いらっしゃったりいたしますので、それが勉強になっているということもあります。 

そのような自分と向き合うためのヒントをくれたのがロータリーの「四っのテスト」でした。そこに書かれ

ているものは、正に何か行動をおこすときに、自分自身に問いかけるべきものでした。 

実はこれは僕の会社でも同じような状況になっていると常々考えていました。 

我社は小さな製造会社なのですが、その中でも割といろいろな加工を行っていると思います。試作系の会社

であれば、いろいろな加工をされるのは当然ですが、我々のような量産系の会社では同じものを大量に生産

する方が当然生産効率も材料調達等においても有利ですので、利益を上げやすい体質になります。 

これは技術者ではない僕が何もないところから製造会社を立ち上げて、まずは周りの皆様にお世話になると

いう所から始まったからかもしれません。まずは技術的な部分も含めて、教えていただきながら、それと同

時に仕事をいただいていたという意味なのですが、技術屋ではなく便利屋へとなってしまったのかもしれま

せん。そのため言われたことは何でも取り込み、それに対してはどのような状況であっても何とかやり抜い

てきましたが、ある意味製造会社としてのポリシーがなくなってしまっているのかもしれません。先日職場

例会で見学をさせていただいた富士機械さんのような歴史のある、立派な会社でも時代のニーズに応じて、

製造されるアイテムが変わり続けていることを教わり、その教訓を我社にどう活かしていくかをずっと考え

ております。常に時代のニーズをキャッチし続けることはもちろん大事なことだとは思いますが、それと同

時に会社や自分自身と向き合って、現状を把握しながら常に問いかけていかなければいけないと感じていま

す。 

もちろん売上や生産状況、社員の事等々の数字的なところは把握しているつもりですが、現在の我社の置か

れているポジションが時代のニーズやその先の未来において、どこに位置づけられるのかということをしっ

かり把握していきたいと考えています。 

ロータリーの目的にありますように、社会の役に立っ仕事をしっかりとしていくことがまずは奉仕の第一歩

になるのではないかと考えています。まずは与えられた役職をしっかりと務めさせていただくことで奉仕へ

と繋がっていくのだと思い、実行していきたいと思っています。 

もう一つの目標として、特に仕事でのことになりますが、徹底的に数字にこだわっていきたいと思っており

ます。数字というのはデータの収集と分析です。 

全くの独学ですが、統計学というものに興味を持っており、いろいろなことに活かしていけるように、少し

ずつ勉強をしております。 

なぜそんなことを思ったのかと申しますと、ロータリーに関わらせていただくようになってから、奉仕とは

なんぞや?といことをふと考える時があります。その中で思い出したのがナイチンゲールの「犠牲なく献身こ

そ真の奉仕」という言葉でした。「真の奉仕」と言い切られているところが印象的で頭に残っていたのですが、

実際にナイチンゲールがどんな方であったのは詳しくは覚えておりませんでしたので、調べたところ、看護

師として有名な方だと思っていたのですが、実は統計学者でもあり、彼女のあげた最も大きな業績の 1 つが、

戦争に従軍した兵士の死因を集計した結果、戦闘で負った傷自体で亡くなる兵士よりも、負傷後に何らかの

菌に感染したせいで死亡する兵士の方が圧倒的に多いことを明らかにしたことだったそうです。彼女はこの

データをもとに、戦争で兵士や国民の命を失いたくなければ、清潔な病院を戦場に整備するように軍のお偉

方や政治家に迫ったそうです。 

このエピソードを目にしてから、元々数字が好きだったこともあり、統計学のことを調べてみようと思った

ことがきっかけです。 

弊社のような小さな会社ではいわゆるビッグデータと呼ばれるような規模のデータを取り扱うわけではあ

りませんが、誰もがコンピュータを使って自分に仕事がしやすいように工夫している中にはたくさんのデー

タが眠っています。それぞれの個人はそれを他人が見ても意味をなさないように思っていることが多々あり



ますが、違う目的で作成している別の者と同じようなデータをそれぞれが収集していて、結果的に根拠にな

るデータは一緒のものであったりします。それを個人個人が利用するだけではなく、データ自体はみんなで

共有し、それぞれに必要な答えはそれを利用するように進めています。 

社内的にシステムを組んでそれを実現しているところもたくさんありますが、システム外でさらに個人的に

利用するだけのものを別で作成していたりもします。弊社ではなるべくそうしないようにしてもらっていま

す。それによりそのデータの必要性と利便性を認識してもらうためです。 

会社としてはまさにそれらのデータの分析こそが、売り上げの拡大、無駄な時間や費用の節約等をするため

の施策を決める重要なものさしなのです。 

それ故、別々に考えるのではなく、元となるデータのどの部分を改善すれば求めている結果が得られるのか、

それにより副産物的に改善につながることがあるのか、またはそれをすることで他に悪影響を及ぼすことが

あるのかといったことが分かるようになります。 

飲食や販売といった僕が手伝っている別会社でも少しずつ取り組んでいるところで、同様に見えてきている

ものがあります。統計学が最強の学問とも言われていることを少しずつ納得してきているところであります。 

今年は、そういう分析的な手法も合わせながら自分と向き合って、より充実した一年を過ごしてまいろうと

思っております。 

 
＜ 廣幡会員 ＞ 

今 年の抱負は、「お酒の席へ積極的に出席すること」であります。 

私は、お酒が全く飲めないものですから、ここ数年はお酒の席へ出席す

ることを敬遠しておりました。しかし、お酒の席でこそ、この私を成長さ

せてくれたように思っております。24 歳で善教寺住職を継職し、29 歳で西

条ロータリークラブへ入会しました。社会経験を積むことなく、ロータリ

アンになったものですから、良いこと悪いこと全てをロータリーで教わっ

たと言っても過言ではありません。 

入会して直ぐ、蜂谷直彦さま（白牡丹酒造監査役・大正 5 年生まれ）と、

インターシティ・ミーティングの懇親会にて、お酒を飲み交わす機会があ

りました。私は、全く飲めず、もっぱら、蜂谷さんの話に耳を傾けていただけでしたのに、最後になって、「今

日のお酒は、特別美味しかった！」と、満面の笑みで呟かれ、お酒の席で心と心を通わせる大切さを教えて頂

きました。 

藤本会長年度に、当時の佐々井幹事（造賀郵便局長）と、光州ロータリークラブへ訪問した時のことです。

光州メンバーの方から懇親会にて、お酒を強要されましたが、その場を救って下さったのが、藤本先生と佐々

井さん。私に代わって、私のお酒を全部飲んで下さいました。藤本先生と佐々井さんの男気に惚れ、今でも足

を向けては寝れないお方であります。 

前垣会長年度の片山幹事（県立リハビリテーションセンター所長）からは、頑張りすぎない、ゆるく生きる

ことを、お酒を通して教えて頂きました。ある時のお酒の席で、「大将（前垣会長）はうるさいけ～、お酒を

飲んだふりでもしときんさい！」と、あのいつもの口調で、私を諭して下さいました。 

お酒の席では、良いこと楽しい事ばかりではありませんでした。ある時、前垣さんの家に招いて頂いた際、

その場にいらしたのは、西条ロータリークラブメンバーだった牟田先生（広島大学学長）と出浦さん。その場

で、年長者との食事のお付き合いの仕方について、厳しくお叱りを受けました。その時には、「コンチクショ

ウ！」と正直思いましたが、前垣さんの私を思っての厳しい言葉に、後から有り難く思い直し、心からの感謝

を感じ入ったことでありました。 

お酒の席での心と心の交流は、その人の人間性をより豊かにし、生きる指針を与えてもらえるような気がし

ます。 

有り難いことに、次年度は、山田会長エレクトより副会長を命じられました。おそらく、お酒の席が増える

かと思いますので、予定をやり繰りして、最優先でお酒の席へ出席が出来ればと思っております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
＜ 前垣会員 ＞ 

みなさんあけましておめでとうございます。今年度、ガバナー補佐としてち

ょうど半年が終わりました。 

昨年 12 月 8 日、イコモス（世界遺産に関する諮問機関である ICOMOS/国際

記念物遺跡会議の国内委員会）が西条の酒蔵群を「日本の 20 世紀遺産 20 選」

として登録しました。これは大変なことだと思っております。ご存知のとおり

西条の酒蔵群が国の有権文化財として登録しました。これは何を意味するかと

いうと、重伝建（重要伝統的建造物群保存地区）を獲りたいということで永年

準備してきたことです。というのも、酒蔵のような古い建物を守るのは大変な

ことなんです。最近も残念ながら、ある白壁の大きな蔵があっという間に壊さ

れました。近所でも皆が悲しんでいます。倉吉で以前、地震がありましたが蔵は重伝建に登録されていました

し、糸魚川では大火災がありましたが保護対策が取られていました。これまで東広島市に対しては景観条例を

作ってくださいとずっと言い続けてきたが、残念で仕方がない。 

西条に恩返ししたいと思い、酒のまちを丸ごと博物館ということで話をするなか、たまたま日本遺産の話が

出ました。日本遺産はオリンピックのための時限立法みたいなもので世界にアピールするため 100 箇所を選ぶ

方向で東広島もエントリーするんでしょうが、重伝建とは別物で、市はこちら（日本遺産）の方がハードル低

いからこっちで行くと言われ、ちょっとがっかりしたんですが、このたびの（イコモスの）話で世界遺産に向

けた道筋が一つ残ったなと認識しており、世界遺産に向けて東広島のまちづくりを研究する協議会を作りまし

ょうという話になっています。 

これから新しい東広島を改めてもういっぺん、模索して作ろうじゃないかということで、私は一つのライフ

ワークとして、皆さんからもいろいろご意見あれば、楽しく明るい豊かな東広島を改めて皆で語りながら作っ

ていければいいなあと思います。ライオンズクラブのほか広島大学、近畿大学、広島国際大学などにも寄って

もらい、世界に冠たる酒蔵にしようと思います。実は、その大きな狙いは、酒のまちとしてもし世界遺産とさ

れるとして、今はワインしか世界遺産は獲れていませんが、今後、ウイスキーやブランデーなど酒類のなか、

西条が狙って行ったという話が出れば、アルコール飲料がどうあるべきかという議論になるかもしれません。 

「酒のまち西条」と言っている以上、本当にこれしかない、東広島をアピールするのは。引き続きよろしく

お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お祝い時間 

○本人誕生日 

  藤本会員 Ｓ.13.1. 8  柳本会員 Ｓ.14.1.19 

岩井会員 Ｓ.18.1. 23  松重会員 Ｓ.32.1.5 

金好会員 Ｓ.32.1. 30  平賀会員 Ｓ.36.1.23 

 ○ご夫人誕生日 

  佐々木（正）会員、山田会員、上田（俊）会員 

平賀会員、安武会員 

〇入会記念日 

  本田会員   S.64.1.5  小松会員  H.27.1.29 

〇会社創立記念日 

  竹内会員 Ｓ.50.1.17 竹内南窓庵 

本田会員 Ｓ.49.1.28 ㈱西条庭園土木 

柳本会員 Ｓ.22.1.31 広島県経営者協会 

平賀会員 応永 20.1.1 宗教法人西品寺 

お客様 

 なし 

幹事報告 

〇次週 1月 15日（月）は、３クラブ新年合

同例会です。（18日の振替です。） 

  グランラセーレ東広島  18：30～ 

バスご利用の方は、18:00にくらら発 

〇本日の例会終了後、理事会を開催します。 

 理事・役員の方はよろしくお願いいたし

スマイルボックス  

 〇新年おめでとうございます。 

カープ３連覇祈っています。 

   佐々木（正）会員 

 〇２９年連続１００％出席おめでとうございます。 

   本田会員 

〇正月に孫が生まれました。これで６人となりました。 

松重会員 

出席報告 

会 員 数 39 名  出 席 者 31 名 

欠 席 者 5 名  免 除 者 3 名 

来 訪 者 0 名  出 席 率 100％ 

12/14 の欠席 5 名  メークアップ 5 名 

   通算出席率 99.73％ 
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